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研究成果の概要（和文）：2022年6月12日にペンシルベニア州立大学のM.Susan.Lindee教授を招き、国際シンポ
ジウム「原爆報道」の歴史的検討を開催した。また、2023年3月に、研究代表者・分担者による11論文から構成
される最終報告書を『原爆報道の研究』(現代史料出版、2023年3月、ISBN978-4-87785-384-6)として学術論文集
として刊行した。

研究成果の概要（英文）：On June 12, 2022, we invited Professor M.Susan.Lindee of Pennsylvania State 
University and held a historical review of the international symposium "Atomic Bomb Report". In 
March 2023, the final report consisting of 11 papers by the principal investigator and 
co-investigators will be published, "Study of Atomic Bomb Report" (Gendai Shiryo Shuppan, March 
2023, ISBN978-4-87785-384-6 ) as a collection of academic papers.

研究分野：日本現代史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究報告書として刊行した『原爆報道の研究』は、最初の原爆報道に関する総合的な学術研究書であるととも
に、これまでの先行研究を大きく訂正する内容を持った論文集である。これまでの原爆報道、原水爆禁止運動、
原爆白書運動について先行研究を大きく修正するとともに、被爆者を埋葬した似島問題等、これまで等閑に付さ
れていた問題についても実態を明らかにするなど、学界に問題を提起するとともに、大きく学問的に進展させる
内容となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

2020年、東京オリンピック開催が予定され、同年は、広島にとって被爆 75周年であった。世
界最初の被爆地ではあるが、被爆者の高齢化と、それにともなう減少により、被爆体験の風化が
懸念され、被爆体験の継承が課題とされている。同時に、これまで被爆者に大きく依存してきた
「原爆報道」のあり方も、変容を余儀なくされると考えられる。 
同時に、そもそも「原爆報道」とは何であったのかを問い、「原爆報道」が明らかにする対象
とは何であったのか、同時に、今後の未来にむけて、被爆体験とももに「原爆報道」を持続発展
可能なものとするためには、何が必要なのかが問われなければならない。そのためには、今日の
時点で、まずは、基盤として今日までの「原爆報道」がいかなるものであったのかを実証する必
要が痛感された。 
また、本研究が可能となったのは、下表の広島大学文書館「平和学術文庫」において、「原爆
報道」を行ってきた中国新聞記者の個人文書(金井利博関係文書、平岡敬関係文書、大牟田稔関
係文書等)を集積しえたことが重要な要件であった。この個人文書は、取材から加工、記事とな
るまでを俯瞰できるとともに、取材原稿からは、社会状況のなかで積極的な発言をなさなかった
被爆者個人や、それをとりまく人々の行動を明らかにする一級資料である。本研究では、他の個
人文書をも用いながら、今日の状況に引きずられることのなく、同時代的分析による「原爆報道」
と、それを取り巻く状況について明らかにする必要性を強く認識させられたのであった。 
広島大学文書館所蔵本研究関係個人文書 

 新聞社 個人文書名 点数 備考 1 備考 2 
1 中国新聞 金井利博関係文書 9,313 論説主幹 公開 
2 平岡敬関係文書 888 広島市長・編集局長・中国放

送社長 
公開 

3 大牟田稔関係文書 53,049 論説主幹・広島平和文化セン
ター理事長 

公開 

4  梶山季之関係文書 25,840 ルポライター・作家 公開 
5  森瀧市郎関係文書 約 3,000 広島大学教授  
6 毎日新聞 被団協関係文書 約 250 団体文書  

 
 
２．研究の目的 
「原爆報道」に関する先行研究は新聞記事分析を中心に、占領期に集中していたが、広島大学
文書館所蔵の個人文書を用いることで、取材から記事掲載にいたる過程からも分析することが
可能となった。そして、分析対象期間も敗戦直後から、1970年代まで広げることが可能となっ
た。 

そこで本研究では、「原爆報道」につい
て、左図のマスメディアが有する機能の
解釈・社会化・加工に着目し、以下の三
つの視点から分析を行うこととした。 
①広島大学文書館蔵個人文書を中心
に、取材から原稿までの過程を組み込
んだ分析。 
②被爆者側がどのようにマスメディ
アに対応したか、という点。 
③原爆傷害調査委員会 (ABCC、現在、

財団法人放射線影響研究所)の実態解明を通じ、情報が  
 流通しなかった理由を明らかにする。 
本研究では、この三点を検証することで「原爆報道」というメディア報道の特質を明らかにす
るとともに、「原爆報道」が継承に資する持続発展可能な方向性を明示することを目的とした。 
さらに、解釈・社会化・加工という点は、マスメディアのみならず、それに影響を与えた、同
時代の「知識人」、被爆者団体、政府等についても分析を加えることで、研究の立体化を行うこ
ととした。 
 
 
３．研究の方法 
 研究は、アーカイブズ学を基盤に、①ジャーナリズム班、②被爆者・被団協班、➂海外班、に
わけた。  
①は、個人文書の分析とジャーナリズム理論の検証を行い、②は、被団協関係文書等を用いて
実証と思想的背景を分析、➂では、当初、海外資料調査も念頭においていたが、コロナ禍もあり、
範囲を限定するとともに、特に、ABCC の実態解明を中心におこなうこととした。 



 理論研究において統計的手法を用いると共に、文献史学による実証と、聴き取り調査を中心と
する文化人類学、政治過程論、社会学、思想研究など、多角的な分析方法でおこなうこととした。 
 具体的には、「原爆報道」と対を成す「原子力報道」については、理論統計的な手法を用いる
こととした。また、文献史学による実証分析を中心としながら、対象を現地、沖縄、アメリカに
も広げることとした。 
 また、海外調査を前提とした海外メディアと ABCC 研究であるが、このうち、ABCC の被爆者調
査については、国内にいる ABCC 関係者からの聞き取り調査を中心にすることで、これまで知ら
れることのなかった事実について研究することとなった。また、現代思想として位置付ける作業、
これまで知られることのなかった似島の問題、沖縄と広島との関係などについても、分析対象と
することとなった。 
 
 
４．研究成果 
 研究成果としては、次の二点である。 
①2022 年 6月 12 日、ペンシルベニア州立大学 M.Susan.Lindee 教授を招き、国際シンポジウム
「「原爆報道」の歴史的検討」を開催した。 
セッションは、以下の二つであり、 
Session 1: The ABCC/RERF with attention to dosimetry, especially address questions of 
public memory through public claims about does(線量測定から見た ABCC/RERF) 
Session 2: The historical experiences of  global hibakusha(グローバル被爆者の歴史的
経験) 
 この二つのセッションは、M.Susan.Lindee 教授の報告と、その後の討論によって構成されて
おり、被爆者の存在のグローバル性とともに、ABCC 研に関する資料情報、各研究の問題点など
が討論され、大きな成果をあげることができた。 
 
 
②最終報告書を書籍として『原爆報道の研究』(現代史料出版、2023 年 3月、383 頁。ISBN978-
4-87785-384-6)を刊行した。内容・目次は、次のとおりである。 
 序章 小池 1頁 
 第一章 中国新聞に見る新聞社と新聞記者の戦前と戦後 小池 11 頁 
 第二章 被爆者が眠る島-広島・似島における救護と遺骨 永井均 39 頁 
 第三章 被爆地を訪問した米従軍記者が本国で引き起こした波紋 
-残留放射能と毒ガスとの類推を中心に   繁沢敦子 77 頁 

 第四章 原水爆禁止運動と新聞-被爆地広島の中国新聞を中心に 小池 117 頁 
 第五章 「原爆白書運動」の展開と挫折、およびその継承 
   -「金井利博関係文書」を素材として    平下義記 163 頁 
 第六章 大牟田稔の現地ルポ「沖縄の被爆者たち」と原爆報道 
   -『中国新聞』の原爆・平和特集報道からみる「沖縄の人」の位置 楊小平 191 頁 
 第七章 原子力報道をめぐる朝日新聞と読売新聞の比較- 一九四五年から一九六三年まで 
                                  王勁草 237 頁 
 第八章 ＡＢＣＣの被爆者調査   中生勝美 261 頁 
 第九章 原水爆禁止運動と広島県被団協の分裂  小池 285 頁 
 第一〇章 森瀧市郎研究覚書 
-バトラー研究と日本倫理思想との比較を中心に 柳瀬善治 315 頁 

 第一一章 原水爆禁止運動と「知識人」 
   -今堀誠二と歴史の創造           小池 345 頁 
 おわりにかえて                小池 381 頁 
 
 
 結果、①による国際シンポジウム・研究交流を踏まえて、②『原爆報道の研究』は、日本で最
初の原爆報道に関する総合的な学術研究書であるとともに、これまでの先行研究を大きく訂正
する内容を持った論文集とすることができた。 
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